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特集

先日の米国内科学会日本支部 年次総会・講演会
で，「⽇本のホスピタリストの多様性を可視化す
る」というセッションを拝聴しました。このセッ
ションでは「Core・Bridge・Hybrid」という 3 つ
のモデル図が提示され，８つの施設でのホスピタ
リストシステムが，これら切り口でプレゼンされ
ました。アイデンティティの確認と課題整理のた
めにこの 3 つの尺度はとても有効であると思った
次第です。これをもとにそのグラデーションも図
に落とし込むことで，システムが可変であると感
じられたのが大事なポイントと思いました。イチ
ロー型総合診療医，大リーガー医など，ホスピタ
リストをとりまく環境にこれまで野球の例えも多
いですが，大谷選手の活躍で“Two-way player”
という言い方が広まっている今，まもなく 50 号
を迎える本誌は，可変であり続けるホスピタリス
ト像にこれからも注目したいです。
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本特集では「病棟を担当する医師が患者安全に関して病院でどの
ような知識を学び，どのような役割を果たすべきか」を明確にし，
実践で役立つ知識を提供します。従来の教科書は概念的な内容に
とどまるものが多いなか，今回は一歩踏み込み，総合内科や総合
診療科の医師をはじめ，すべての医療者が活用できる内容に，3部
構成で整理します。若手も中堅もベテランも，日々の業務と患者
安全を結びつけて考えられるようになるための内容，そしてさら
に深めていける実践書を目指します。

Part 1 患者安全を知る
 1. 患者安全の全体像①：患者安全がなぜ
重要か

［コラム］ 患者安全に係る行政の取り組み
 2. 安全科学の現在を知り，実践に活かす
 3. 安全性についてどのように測定し，評
価するか？

［コラム］ 予防可能・回避可能とはどういうこ
とか？

 4. 患者安全の分析法を知る
 5. 問題解決：院内の問題を解決する手法
［コラム］ 患者安全の学習の機会

Part 2 ホスピタリストとして病院・病棟を
安全に管理・運営する

 6. 患者安全の全体像②：患者安全活動に
おいて医師の関与は重要である

［コラム］ ホスピタリストの医療の質・患者安
全への影響

 7. インシデントレポート：病院・病棟の患
者安全の基本の「キ」

 8. 患者の意思決定，倫理的問題への対応
 9. 安全文化の醸成・チーム力の向上
 10. 患者安全について教育する
 11. 急変時に備えたRRS運営
［コラム］ 労働者の安全の患者安全への影響
 12. 患者の声・経験を安全に活かす
（Patient engagement for patient safety）

13-1. 重大インシデント発生時の対応①　
事故治療連携

13-2. 重大インシデント発生時の対応②　
オープンディスクロージャー

［コラム］ 事故発生時に患者・家族が感じるこ
と

14-1. 事例の検証：Self-reflectionとM&M
カンファレンス①

14-2. 事例の検証：Self-reflectionとM&M
カンファレンス②

 15. 問題行動のある医療者や患者への対応
［コラム］ 顧問弁護士とどのように連携したら

よいか？

Part 3 各セッティングで安全な医療を提供
する

 16. 患者確認（Patient identification）
［コラム］ 意味のないダブルチェックをやって

いないか？
 17. パニック値，重要臨床所見の伝達・対
応

 18. 引継ぎ，ケア移行
 19. Medication safety：投薬に係る安全
性

［コラム］ その薬剤，適応外使用ではないです
か？

 20. 手術の安全，侵襲的医療行為における
安全

 21. 転倒・転落
 22. アラーム・アラート管理
 23. 診断エラー
 24. 災害時の対応
※誌面の都合により，内容が変わることがあります。
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